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ドラゴンボート大会

グッドファッション賞でオッケー

8月16日、第 4回風おこしドラゴソボー ト大会が、鹿

野川湖において行われました。町内はもちろん、松山市

や大洲市郡内から約300人が参加して盛大に行われまし

た。タイムを競うのはもちろんのこと、のぽりも審査の

対象になり、優秀チームにはグッドファ ッシ ョソ賞が贈

られました。
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箇）。＠。座） 自然を大切にして

子供たちに人気の金魚すくい

人出でにぎわう鹿野川商店街

美しいまちをつくります

七夕賞（高野頼信さん）

（町民憲章）

ノ/-―‘

醐晦尋 (2)

八
月
は
、
各
地
域
で
夏
ま
つ
り
や
盆
お
ど
り
大
会
等
た
く
さ
ん

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
郷
へ
帰
ら
れ
た
御
兄
弟
、
御
親
戚

な
ど
、
な
つ
か
し
い
顔
に
出
会
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

正
山
分
館
で
は
、
正
山
小
学
校
開
校
百
二
十
周
年
と
風
の
会
発

足
十
周
年
を
記
念
し
て
大
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岩
谷
分
館
で
は
、
例
年
行
っ
て
い
た
盆
踊
り
に
変
わ
っ
て
夜
神

楽
が
行
わ
れ
、
山
里
に
神
秘
の
音
色
が
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。

肱

川

の

ア

ツ

イ

夏

観客とのコミュニティーも重要な役まわりです

うなぎは川の底へもぐっています

あまてらすおおみかみ

クライマックス天照大神の出現

怠r‘―

9わ~＾~’’入▲し
たくましく育って（願いを込めて）



(3)梃）。③。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

ねこ車引きは若くても疲れます

予子林分館盆おどり大会

久し振りに会った同級生

「まっつあん」と「およねさん」

第
四
回
風
お
こ
し
ド
ラ
ゴ
ソ

ボ
ー
ト
大
会
が
、
鹿
野
川
湖
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

外
か
ら
職
場
・
商
工
会
・
学
校

な
ど
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー

ト
の
部
は

二
十
六
チ
ー
ム
、
手

漕
ぎ
ボ
ー
ト
の
部
は
二
十
四
チ
ー

ム
で
競
技
が
行
わ
れ
、
来
年
も

是
非
参
加
し
た
い
と
の
声
を
多

く
聞
き
ま
し
た
。

昨
年
の
屈
辱
を
果
た
し
ま
し
た

■成績表 ■
部 順位 チ ム 名

ド 1 オール ド予子林
フ

2 松 山 市 役 所
ゴ
ン 3 上鹿野川ポケモンズ

手 1 松 山 市 役 所 B 

漕 2 野 仁 山 金 ち ゃん

ぎ 3 ダ l ¥‘ 池 1 号

「
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
」

チ
ー
ム



腑）。⑲。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 飼躙 (4)

◎
加
入
は
四
十
歳
以
上
の
人

六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一

号
被
保
険
者
）
と
四
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
（
第

二
号
被

保
険
者
）
が
加
入
し
ま
す
。

◎
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
っ
た

ら
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
要
介
護
状
態
）
に
な
っ
た
り
、

常
時
の
介
護
ま
で
は
必
要
な
い

が
、
家
事
や
身
じ
た
＜
等
、
日

◎
制
度
の
運
営
主
体
（
保
険
者
）

は
肱
川
町
で
す
。

◎
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
。

●
六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一

号
被
保
険
者
）

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
た
額

に
な
り
ま
す
。
年
金
額
が
一
定

以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
人
は
個

別
に
町
に
支
払
い
ま
す
。

●
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
人
（
第
二
号
被
保
険
者
）

保
険
料
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

現
在
支
払
っ
て
い
る
保
険
料
と

一
括
し

て
支
払
い
ま
す
。

制
度
の
し
く
み

平
成
九
年
十
二
月
九
日
、
介
護
保
険
法
が
成
立
し
、
平
成
十
二
年

四
月
一
日
か
ら
介
譲
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
は
急
激
に
進
ん
だ
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
老
後

の
最
大
の
不
安
要
因
で
あ
る
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の

希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
私
た
ち
老
後
の

生
活
に
と
っ
て
重
要
な
制
度
で
す
の
で
、
内
容
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状
態

（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
と
ぎ
、

介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

介

護

保

険

制

度

平
成
12
年

4
月

1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

◎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き

は
、
町
に
要
介
護
認
定
を
申
請

し
ま
す
。

要
介
護
状
態
、
要
支
援
状
態

に
あ
る
か
ど
う
か
、
及
び
介
護

の
必
要
度
（
要
介
護
度
）
を
判
定

し
て
も
ら
う
た
め
、
町
に
要
介

護
認
定
を
申
請
し
ま
す
。
認
定

さ
れ
る
と
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◎在宅サービスと施設サー

ビスが受けられます。

介護を必要とする場合に

は、保健・医療・福祉サー

ビスが総合的に受けられま
す。

なお、在宅サービスは、

介護の必要度（要介護度）に

応じて給付額に限度があり

ます。

◎自己負担（利用者負担）は

＿割です。

介護保険を利用した場合

利用者は、かかった費用の

一割を負担します。

また、施設入所の場合、

食費は医療保険と同様の利

用者負担があります。

介護保険制度についての

お問い合わせは役場福祉課
へ。

6三四ーニ三四〇

第 1号被保険者 第 2号被保険者

対象者 65歳以上の人
40歳以上65歳未満の医療保険に加入し

ている人

●寝たきり・痴呆などで入浴、排せつ、 初老期痴呆、脳血管障害など、老化に

食事などの日常の生活動作について ともなう病気によって介護等が必要と

給付の対象者 常に介護が必要な人 なった人
●家事や身じた＜等の日常生活に支援

が必要な人

所得段階に応じて市町村ごとに設定 加入している医療保険の算定方法に基
保険料 （平成12年度全国平均 1人当たり ） づいて設定

月額2,500円程度〈平成7年度価格〉

保険料の
●年金額が一定額以上の人は、年金か 医療保険料と一括して支払い

支払方法
ら天引き

• それ以外の人は市町村に個別に支払



(5)⑱。c。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

在宅サーピス 施設サーピス

●訪問介護（ホームヘルプ） ●介護老人福祉施設
●訪問入浴 （特別養護老人ホーム）
●訪問看護

●訪問リハビリテーション ●介護老人保健施設

• 日帰りリハビリテーショ ン（デイケア） （老人保健施設）
●居宅療養管理指導
（医師 ・歯科医師による訪問診療など） ●介護療養型医療施設

要介護者 • 日帰り介護（ デイサービス） ．療養型病床群

●短期入所生活介護（ショートステイ） ・老人性痴呆疾患療養病棟
●短期入所療養介護（ショートステイ） ・介護力強化病院（施行後3年問）
●痴呆対応型共同生活介護
（痴呆性老人のグ）レープホーム）

●有料老人ホーム等における介護
• 福祉用具の貸与 ・ 購入費の支給
●住宅改修費の支給（手すり、段差の解消など）

要支援者 同上（痴呆性老人のグループホームを除く） ●要支援者は施設入所はできません

●要介護認定とサーピスの利用方法●

口
•本人や
家族などが （： 

介護が必胄

高
齢
者

市
町
村

在宅介護サーピス

介護保険施設

介護サーピス計画
（本人の希望を尊重して介護支援の専門員
がサービスの利用計画をつくります ） 

吾刃 -叫} 正

介護認定審査会
（保健・医療•福祉の学識経験者による判定）

訪問調査の結果と、かかりつけ医の意見書に基づき、
要介護状態 ・要支援状態か否か、及びその程度を判定します。

（要介護の審査判定は広域的実施や都道府県への委託もできます）



箇）。⑲。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬 (6)

募集する職種、採用予定人員、性別、年齢、受験資格

(1)特養施設、デイサービス、ショートステイ

試験区分 採用予定
性別 年 齢 平又 験 資 格

（職種） 人員

・社会福祉士その他これに準ずる者

生活指導員 2人程度 男・女 20歳以上 ・運転手及び介助員を兼ねる

・普通運転免許証取得者

・高校卒以上の者

寮父母 13人程度 男・女 55歳未満 ・介護福祉士その他これに準ずる者

看護婦 3人程度 女 40歳未満 看護婦・准看護婦

栄養士 1人程度 男・女 40歳未満 栄養士

調理員 5人程度 男・女 55歳未満 学歴を問わず

(2)介護支援センター
試験区分採用予定
（職種）人員

性 別

社会福祉士 1人程度

看護婦・士

又は保健婦

年 齢 受 験 資 格

男・女140歳未満 I
・ケアマネージャー資格を有する者

1人程度 l
もしくは、受験資格を有する者

大洲喜多特別養護老人ホーム

「かわかみ荘」職員募集

岩谷地区に建設中の特別養護老人ホーム

「かわかみ荘」の職員を次の要領で募集いた

します。

採用予定人員

生活指導員・寮父母

看護婦・調理員など25人程度

試験の期日・場所

(1)期 日平 成10年11月14日～15日

(2)場所肱川町公民館

申込受付期間

平成10年10月 1日～平成10年10月16日

※受験手続きその他については、肱川町役

場総務課へお問い合わせください。

（834-2311 内線110番）

難
病
医
療
相
談
日
開
設

場 日

所 時
司

法

書

士

無

料

法

律

相

談

所

「
か
わ
か
み
荘
」

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
か
わ
か
み
荘
」
の
起

工
式
が
八
月
十
八
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
事
務
組
合
で
運
営
す
る
も

の
で
、
岩
谷
地
区
の
敷
水
に

建
設
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
十
二
億
四
千
六

百
七
拾
万
円
、
鉄
筋
コ
ソ
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
・
床
面
積
三

千
五
百
五
・
三
九
面
で
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー
が
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
難
病
患
者
の
療

養
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
に

医
療
・
保
健
•
福
祉
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日

時

毎

月

第

三

火

曜

日

午
後

一
時
？
三
時

場

所

大

洲

保

健

所

二
階
健
康
相
談
室

相
談
員
医
師
・
保
健
婦
・
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

申
込
方
法
予
約
が
必
要

6

二
四
I

三
一
六

五

10
月
3
日
（
土
）

午
前
10
時
！

午
後
3
時

大
洲
市
民
会
館

大
洲
市
社
会
福
祉
セ

ソ
タ
ー

内

容

不

動

産

の

相

続

・

売

買
な
ど
の
登
記
、
供
託
の
手
続
、

訴
訟
手
続
、
公
正
証
書
の
作
成

等
の
相
談

起
工
式

こ
ん
に
ち
は
。
り
ょ
う
や

で
す
。
ぽ
く
は
5
人
兄
弟
の

4
番
目
で
す
。
毎
日
が
す
ご

、
に
ぎ
や
か
で
、
兄
弟
の

中
で
お
と
な
し
い
ぼ
く
は
、

⑯

v
 g

□[
L
V

□L
[
[
 

西
山
幸
道
ち
ゃ
ん

（大
屋
敷）ん

ん

さ

さ

[＂[
□2

0
日
生

C
>`

こ
ん
に
ち
は
、
幸
道
で
す
。

い
と
こ
の

一
輝
と
ケ
ソ
カ
を
し

な
が
ら
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。

わ
が
ま
ま
で
、
と
て
も
気
が
強

く
て
負
け
ず
嫌
い
な
反
面
と
て

も
小
心
者
で
す
。
気
持
ち
の
優

し
い
子
に
育
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

``
‘,9,ì
‘;,9'‘
フ

ー

、

i.9ヽ̀
iヽ
iヽヽヽ
'-

お父さん
治夫さん

お母さん
初子さん

り
ょ
う
や

内
田
椋
也
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

平
成
8
年
1
月

31
日
生

2
歳
8
カ
月

ヽ

r
，
り
｀
り
；
｀
り
｀
り
し
り
｀
り
｀
り
｀

t―
り
＇
り
し
り
｀
り
｀
：
｀
[



(7)徳）。c。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

運動の消費カロリー
●身近な運動で80kcal（ごはん軽く半分）を消費するには？

運動の種類と程度 時間

散歩(40~60m／分） 32分

普通の歩行(70,....___,80m／分） 24分

急歩(90~100m／分） 1 8分

軽く走ったり歩いたり
1 3分(1500 m /12,....__, 13分）

軽いかけ足（ジョギング） 9分(1500 m / 1 O,.____., 11分）

なわとび(60--...,70回／分） 1 0分

サイクリング(8km/B寺） 27分

テニス 1 1分

水泳 1 6分

コルフ 1 6分

デスクワーク 44分

※この表は体重60kgの人を目安としています。あなたの
体重に合わせるには、この時間に、（あなたの体重--;-60)
をかけてください。

さ
あ
、
は
じ
め
ま
し
ょ
う
レ
ッ

忙
し
い
、
面
倒
く
さ
い
な
ど
と
い
っ
て

運
動
を
し
な
い
と
、
か
ら
だ
は
ど
ん
ど
ん

衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

運
動
と
病
気
と
の
関
係
は
と
て
も
深
い
も
の
で
す
。
運
動
不
足
は
、

が
ん
や
心
臓
病

・
脳
卒
中
な
ど
生
活
習
慣
病
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

か
ら
だ
に
適
度
な
刺
激
を
与
え
効
果
の
高
い
運
動
は
「
歩
く
」
こ
と

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ソ
グ
は
心
臓
や
足
腰
に
負
担
を
か
け
ず
準
備
な
し

で
毎
日
で
き
る
全
身
運
動
で
す
。

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
で
す
。

ツ

・
ウ
ォ
ー
キ
ソ
グ
。

か
ら
だ
を
動
か
す
習
慣
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
全
身
運
動

“
 

C、j
i
-
r

I

)
 

一

‘̀ì 
ししィィ

至＝
l
l
l

Let'sウォーキング
ウォーキングの効果を効率よく得るために

■1日30分以上歩くことが理想。
10分ずつ 3回に分けても OK。

■息がはずむくらいのスピードで。
クへ

腕は前後に大きく振り、
ひじは90゚ に曲げる。

、`肩の力は抜き、
胸を張る。

で 目はまっすぐ
4~5m先を見て。

キックはアキレス腱
をのばして。

,--------------------------, 

！ こんなにある i 
；ウォーキングの効果；

： ●心肺機能の強化 ： 
： ●脳の活性化

： ●生活習慣病の予防 i
i ●肥満予防
； ●ストレス解消 ： 
i ●便秘解消

L--------------------------J 

，，
 
，，
， 

I住宅防火安心マーク 1

で
す
ね
。

積
極
的
に
活
用
し
て
い
ぎ
た
い

な
防
災
製
品
が
販
売
さ
れ
て
い

：
衣
類
か
ら
、
寝
具
類
、

カ
ー
テ

ー
高
齢
者
の
安
全
対
策
ー

暖
房
器
具
や
調
理
器
具
な
ど

の
火
が
、
衣
類
に
燃
え
移
っ
て

大
や
け
ど
。
そ
ん
な
高
齢
者
の

方
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

寝
巻
ぎ
や
エ
プ
ロ
ソ
な
ど
の

ソ
、
じ
ゅ
う
た
ん
ま
で
、
豊
富

ま
す
。
こ
ん
な
安
全
の
知
恵
も

命
を
守
る
、

安
全
の
知
恵
。



負）。c。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 靡瞬 (8)

世界を沸かせる世紀の映画

史上最高の制作費230億円

映画史を変える愛と感動の 3時間

1912年4月158

運命の B

＊上映時間 第 1上映

第2上映

第3上映

10 : 00~13 : 10 

14 : oo~ 11 : 1 o 
18 : 00~21 : 10 

＊入場料金

分 前売券

般 1,2 00円

小中高生 ・シニア 800円

「風の映画会」会員は無料

シニアとは65オ以上の方

区 当 券

一
円
円

0

0

 

0

0

 

5

0

 

9

9

 

↑

L
 

日

＊前売券取扱所

バラエティショップ岩田・特産開発センター・役場

風の博物館

＊主催

「風の映画会」 （匹34-2181 風の博物館内）

◎
こ
の
秋
＿
番
の
味
覚

「
肱
川
栗
」
の
注
文
に
つ
い
て

今
年
も

J
A
肱
川
の
ご
協
力

を
得
て
、

5
槌
と

10
槌
の
栗
の

注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
ご
利
用

の
お
客
様
へ
栗
の
空
箱
を
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
窓
口
及
び
外
務
員
へ
お
申
出

く
だ
さ

い
。

竺
二
四
—
二
0
0
1

R
R
⑭
R
④
⑨
 

平
素
は
郵
政
事
業
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
郵
便
局
で
は
、

9
月、

10
月

は
「
郵
便
受
箱

・
表
札
設
置
運

動
」
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
郵

便
物
の
安
全
保
護
、
迅
速
な
配

達
、
誤
配
防
止
の
た
め
郵
便
受

箱
等
の
設
置
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

表
札
・
郵
便
受
箱
を
郵
便
局

の
窓
口
で
も
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

【

ロ

〉

2
金

)

3
土

i

4
日
ス
ポ
レ
ク
，
98
八
幡
浜
大
会

・
正
山
小
運
動
会

)

5
月

)

6
火

[

7
水

~

8
木

〉

9
金

5
1
0
土
第
38
回
町
民
運
動
会

}
1
1
日

)

12
月

}
1
3
火
不
用
犬
引
き
取
り

i
1
5
木
不
燃
物
収
集
（
肱
川
右
岸
）

6
金

〉

1
月

]
2
3
金

i
2
4
土
町
職
員
採
用
試
験

・[
2
5
日

第

17
回
風
の
映
画
祭

[
2
7
火
ね
た
き
り
者
訪
問

[
2
8
水
宇
和
川
地
方
祭

〈

29
木
税
金
等
出
張
受
入
れ
・
戦
没
者
追
悼
式

〈

3
0
金

[
3
1
土
肱
川
分
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
古
紙
収
集



(9) 穏）。c。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 麟瞬

町
で
は
、
し
尿
と
生
活
雑
排

水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家
庭

に
補
助
金
を
交
付
し
、
河
川
浄

化
や
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま

す。
平
成
十
一
年
度
に
補
助
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、
十
月
二

十
六
日
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民

課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

竺
＿
＿
四
ー
ニ
三
―
―

（
内
線
ニ
ニ
0
)

なぜ合併処理浄化槽なのか？言さ

m甜l9m研n
台所・風呂
洗たくなどの
排水

（数値は 1人が 1日に出す水質汚濁物質の平均量です）

~I~ 三
汚れの量
13クフム

●補助金制度があります

（申し込みは役場環境衛生係）

合併処理
浄化槽

汚れの量27グラム

訊ヽ9刃憎郡n
台所・風呂
洗たくなど
の排水

汚れの量
4グラム

二
（数値は 1人が 1日に出す水質汚濁物質の平均量です）

●補助金制度なし

•閂il『四P も汚れた水を

川に流す事になります

単独処理
浄化槽

汚れの量
5グラム

汚れの量27グラム（台所・風呂・洗たくなどの汚れはそのまま）

5 +27=32 

32グラム
の汚れ

◇気になる補助金制度について…
設置する合併処理浄化槽の規模ごとに決まっており、本年度は下記の様になっております。

規 模 5
 

人槽 6~7人槽 8~10人槽 11 ----...,20人槽 21-----30人槽 31-------50人槽

補助額 354.000円 411.000円 519,000円 981.000円 1,668.000円 2:238.000円



〗⑲。©。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 飼 (10)

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一

定
面
積
（
肱
川
町
は
一

ha)
以
上

の
士
地
取
引
に
つ
い
て
、
役
場

に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ

の
国
土
利
用
計
画
法
が
去

る
九
月
一
日
か
ら
改
正
に
な
り

ま
し
た
。
主
な
改
正
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

＿
届
出
者
と
そ
の
時
期

・
現
行
契
約
前
に
当
事
者

が
届
出

・
改

正

契

約

後

二
週
間
以

内
に
譲
受
人
が
届
出

二
届
出
後
の
行
政
指
導
に
つ

い
て今

ま
で
は
届
出
を
受
け
た
知

事
が
取
引
価
格
に
つ
い
て
指
導

勧
告
を
し
て
い
た
が
、
今
後
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
し
か
し
、
土
地
の
利
用
目
的

に
つ
い
て
は
審
査
を
行
い
、
そ

の
利
用
目
的
が
、
公
表
さ
れ
て

い
る
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画

に
適
合
し
な
い
場
合
に
は
、
利

用
目
的
の
変
更
を
勧
告
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
の
届
出
に
つ
い
て

〇
使
用
料

四
十
四
万
円
（
七

・
ニ
面

0
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

役

場

町

民

課

内

肱
川
町
墓
地
管
理
組
合

大
駄
場
か
ら
過
疎
林
道
を
約

五
百
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
見
は
ら

し
の
良
い
場
所
に
桂
が
丘
墓
地

公
園
が
あ
り
、
十
四
区
画
が
残
っ

て
お
り
ま
す
。
希
望
者
は
早
め

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
管
理
料

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

年

間

二

千

円

町
外
に
住
所
を
有
す
る
者

年
間

三
千
円

町
営
墓
地
「
桂
が
丘
墓
地
公
園
」
の
募
集
に
つ
い
て

墓
地
は
新
設
・
増
設
で
き
ま
せ
ん

大事な契約や遺言などは

公正証 書 に

0公正証書の作成

金銭の貸借、不動産の売買 ・賃

借、損害賠償や慰謝料の支払など

の契約書

0会社設立のための定款や私書証

書の認証、確定日付の付与

0遺言書の作成

10月 1日～ 7日は「公証週間」で

す。この期間中は、無料相談所が

開設され公正証書に関しての法律

相談を行っています。

問い合わせ先

八幡浜公証役場

089-941-3871 

行政への呈争情や要望は行政相談員に！三

総務庁では、行政相談制度を広く国民に知ってもらいその利用

を促進するため、今年も10月11日（日）から17日（土）までの 1週間

を秋の「行政相談週間」と定め、全国的に各種行事を実施するこ

ととしています。現在肱川町には総務庁長官から委嘱された行政

相談委員は、福田保さん（下鹿野川） 1人ですが、毎月、肱川町公

民館において「行政相談所」を開設しておりますので、週間行事

としては開設しませんが、自宅で相談を受け付けますので、お気

軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は堅く守られます。

なお、相談内容は、たとえば道路、交通安全、登記、郵便、消

費生活、社会福祉、公害、職員の応接態度の改善、昼休み時間帯

の窓口受付等の行政サービスの改善に関する意見や要望などです。

多数の機関が関係している、どこに申し出たらよいかわからな

い、苦情を直接担当の機関に申し出にくいなどの場合にも行政相

談をご利用ください。

1行 政相談 I 0毎月 1回（広報のお知らせ欄を見てください）

13 : 30 ~ 16 : 30 
0相談員福田保 匹 34-2508

〇
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
引
取
り
を
し
ま
す
。

動
物
は
飼
い
主
を
選
ぶ
こ
と

が
で
ぎ
ま
せ
ん
。
動
物
を
飼

い
始
め
た
ら
終
生
、
愛
情
を

注
い
で
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

0

犬
を
捨
て
な
い
で
下
さ
い
。

0

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て

下
さ
い
。

10
月
は
、
犬
の
危
害
防
止
対

策
推
進
月
間
で
す
。

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う



(11)箇）。c。座） 舘◎ 鯛麟

平成 9年度共同募金受入状況

共 同 募 金 単位：円

種 別 金 額

戸 別募金 486,674 

街 頭募金 37,235 

学校募金 103,350 

職域団体募金 196,692 

大口募金 167,000 

合 計 991,129 

歳末たすけあい募金単位：円

種 別 金 額

戸別募金 511, 734 

篤志募金 19,027 

合 計 530,761 

そ
'10月

1
日
S
1
2
月
31
日

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
「
助
け
合
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

今
ま
た
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。

孤
独
を
感
じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、
お
互
い
助
け
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
々
も
い
ま
す
。

今
、
あ
ら
た
め
て
「
助
け
合
い
」

の
共
同
募
金
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
も
十
月

一
日
よ
り
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
赤
い
羽
根
募

金
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
内

の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
菩
意

の
募
金
は
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
・

障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や
病

院
で
の
長
期
療
養
者
へ
の
見
舞

い
等
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
部
落
長
さ
ん
を
通
じ

て
戸
別
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い

羽

根

募

金

社゚
協
だ
よ
り

膨II町社会福祉協議会

S (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中

津

二

宮

豊

様

大

平

上

田

香

代

子

様

)いE者とのふれあい事業皿應□
一 身陣者更生会 ——

こに館和少とめ安 かの何んまクし員に業者者
板城を島しりん森そ゜までよし博‘二行をと更肱
展川見市足ま流鍾の ゆもりた物 野十い八の生川
示町学のをしし乳後 は野説°館 村六ま月ふ会町
をのし伊延たで洞‘ 世村明学を町人し 二 れで身
見 か‘達ば°昼の広 界 町か芸見のがた十あは体
学ま帰博し又食そ見 一生冑員学、ン参゜八い健障
しぽ り物 宇‘をう町 と産、さしル加会日事常害

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

て
全
員
無
事
に
帰
町
し
ま
し
た
。

夏
休
み
期
間
中
で
も
あ
り
、

多
く
の
見
学
者
が
来
場
し
て
お

り
、
ふ
れ
あ
い
が
出
来
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

秋
と
も
な
る
と
結
婚
、
ソ
ー
ズ

ソ
到
来
で
あ
る
。
結
婚
式
に
出

席
し
て
い
る
と

二
人
に
対
し
て

あ
れ
こ
れ
と
、
ワ
ソ
パ
タ
ー
ソ

の
祝
辞
が
続
く
。
二
人
を
ほ
め

る
言
葉
が
ポ
ソ
ポ
ソ
と
飛
び
出

す
。
し
か
し
、
当
日
だ
け
の
礼

儀
と
し
て
や
む
を
え
な
い
と
こ

ろ
は
あ
る
。
当
人
た
ち
は
文
字

通
り
に
受
け
と
っ
て
は
大
変
な 「ギャラリーしろかわ」にて

、,＇，

の
で
あ
る
。
完
全
で
あ
る
か
ら

と
思
い
す
ぎ
て
失
敗
す
る
の
で

あ
る
。
結
婚
式
は
幸
福
で
あ
っ

て
も
、
翌
日
か
ら
は
社
会
の
中

で
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

現
実
が
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

二
人
身
勝
手
な
と
こ
ろ
に
、
親

が
同
調
す
る
と
い
っ
た
現
代
風

の
実
態
が
出
て
お
り
ま
す
。
冷

静
に
考
え
れ
ば
問
題
解
決
は
出

来
る
の
に
簡
単
に
処
理
を
す
る

風
潮
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

性
格
の
不
一
致
な
ど
と
称
す
る

も
の
も
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
な

ら
最
初
か
ら
結
婚
し
な
け
れ
ば

よ
い
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ

ば
御
祝
儀
詐
欺
で
あ
る
。
幸
福

と
い
う
も
の
が
わ
か
っ
て
い
な

い
の
で
あ
ろ
う
。
幸
福
と
は
、

発
見
す
る
も
の
、
見
い
出
す
も

の
、
つ
か
み
と
る
も
の
、

二
人

で
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
る
。

幸
福
そ
の
も
の
と
は
何
で
あ
ろ

う
か
と
問
い
つ
め
て
み
る
と
、

つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
で

あ
る
。
一
億
円
の
宝
く
じ
に
あ

た
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
幸
福
と

は
限
ら
な
い
。
反
対
に
一
身
を

あ
や
ま
っ
て
不
幸
を
見
る
人
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幸
福
に
決
め
手
は
な
い
の
で

あ
る
。
た
だ
、
自
分
で
「
幸
福
」

だ
と
う
け
と
る
人
が
あ
っ
て

こ
そ
幸
福
は
成
立
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。



領）。R。座） 匠 O2) 鯛瞬 (12)

鬱恐亨露鬱鸞叫鰐疇賣亨9 :拿露睾睾睾睾睾翠翠誓霰認賢
汰大洲遭喜多地区JA合併地区別座談会始まfる
亭麟““““””翼“

去̀
る
八
月
二
十

八
日
の
合
併
拡
大

常
任
委
員
会
に
於

い
て
、
合
併
経
営

計
画
書
（案
）が
承

認
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
九
月

一
日

の
合
併
促
進
協
議

会
で
は
各
市
町
村

長
さ
ん
の
出
席
で

協
議
、
話
し
合
い

が
な
さ
れ
合
併

へ
向
け
て
の
前

進
が
始
ま

っ
た
。

J
A
肱
川
で
は
九
月
七
日
よ

り
正
山
地
区
を
皮
切
り
に
、
公

民
館
単
位
で
地
区
別
座
談
会
を

六
ヶ
所
に
分
け
て
開
催
し
、
合

併
経
営
計
画
書
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
各
組
合
員
の
理
解

を
求
め
た
。

各
部
門
別
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
意

見
を
頂
き
各
課
長
か
ら
の
補
足

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

説
明
等
を
加
え
て
合
併
後
の
体

制
、
業
務
等
に
つ
い
て
の
ご
意

見
へ
の
お
答
え
に
対
応
し
た
。

基
本
的
に
は
現
状
の
ま
ま
新
合

併
組
合
へ
引
継
ぐ
事
に
な
っ
て

い
て
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
ご

迷
惑
は
か
け
な
い
事
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

合
併
は
平
成
十

一
年
四
月

一

日
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
は
合
併
総
会
な
ど

事
務
的
段
階
を
得
て
新
J
A
が

発
足
致
し
ま
す
が
何
か
と
ご
理

解
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

rヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
I
I
‘

一
秋
茄
子
は
嫁
に
食
わ
す
な
り
．
―

一

愛

媛

県

厚

生

農

業

協

同

組

合

連

合

会

一

一

管

理

栄

養

士

＿

色

昌

栄

i

一
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
は
、
い
食
塩
水
に
つ
け
て
ア
ク
を
一

i

①
秋
ナ
ス
ビ
は
味
が
よ
い
抜
い
て
か
ら
用
い
る
。
鍋
に
一

i

か
ら
嫁
に
食
べ
さ
せ
る
な
。

少
量
の
ご
ま
油
を
落
と
し
、

i

一
姑
が
嫁
い
び
り
を
す
る
た
と
水
き
り
し
た
な
す
を
入
れ
、

i

一

え

。
②

秋
ナ
ス
ビ
を
食
べ
さ
っ
と
炒
め
て
か
ら
煮
る
と
’

一
て
子
供
が
で
き
な
い
と
困
る
な
す
の
色
が
よ
く
残
り
、
味
，

一
か
ら
嫁
に
食
べ
さ
せ
る
な
。

が
よ
く
な
る
。
ゆ
で
る
と
ぎ
一

一
嫁
を
大
事
に
す
る
た
と
え
。

は
へ
た
も
軸
も
皮
も
つ
け
た

i

一
と
辞
書
に
書
い
て
あ
る
。
ど
ま
ま
ゆ
で
る
。
鍋
に
少
量
の
一

一
ち
ら
で
解
釈
す
る
か
は
人
ぞ
み
ょ
う
ば
ん
と
食
塩
を
加
え
一

｛
れ
ぞ
れ
。

て
、
た
っ
ぷ
り
の
湯
で
火
の

i

一
秋
茄
子
と
は
、
秋
の
末
に
通
る
ま
で
ゆ
で
る
と
な
す
の
一

一
実
が
熟
し
て
味
の
よ
く
な
っ
紺
色
が
き
れ
い
に
止
ま
る
。

i

9

た
ナ
ス
ビ
の
こ
と
を
い
う
。

ゆ
で
す
ぎ
る
と
風
味
が
な
く
一

一
な
す
の
あ
の
独
特
の
色
は
ア
な
る
。
漬
物
に
す
る
と
き
は
、
一

一

ル

ミ
ニ
ウ
ム
や
鉄
な
ど
の
金
鮮
や
か
な
紫
紺
色
を
損
な
わ
一

一
属
に
あ
う
と
安
定
し
た
濃
紫
な
い
た
め
、
漬
物
の
中
に
ミ
ョ
｛

一
色
に
固
定
さ
れ
る
。
今

で

は

ウ

バ

ソ
や
古
い
鉄
く
ぎ
を
入
一

一
季
節
に
関
係
な
く
ど
ん
な
野
れ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
漬
け
一

一
菜
も
手
に
入
る
が
、
や
は
り
る
前
に
、
塩
で
な
す
の
表
面
’

i

旬
の
も
の
を
お
い
し
く
い
た
を
十
分
こ
す
っ
て
お
く
と
き
一

一
だ
き
た
い
。
よ
い
ナ
ス
ビ
は
れ
い
に
で
き
る
。
天
ぷ
ら
、

i

一
へ
た
が
新
鮮
で
傷
が
な
く
、
炒
め
煮
、
焼
き
茄
子
、
漬
物
一

一
紫
紺
色
で
つ
や
の
あ
る
も
の
。

e
t
c
.
.
.
。
き
っ
と
夏
の
太
一

一
茶
色
の
斑
点
の
あ
る
も
の
は
陽
の
香
り
が
し
ま
す
よ

"ii｀
 

一
古
い
。
油
を
よ
く
吸
収
し
、

一
ま
た
油
と
よ
く
合
う
。
煮
る

i

と
き
は
、
切

っ
た
な
す
を
薄

ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
ー
ー
、
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JAだから、こんなにおトク、こんなに楽しい

JAで年金をお受け取りいただきますと、

さまざまなメリットがあります。

詳しくは JAの窓口にお気軽におたずねください。

／つ

特 典.................... 
JAで年金をお受け
取りいただいている
方に、温泉や保養所
などへの優待割引券
を発行しています。
楽しい旅行や保養に、
お気軽にご利用くだ
さい。

＼； 

マぐ -----......伐=—、

--

おいしい
特典．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

J Aで年金をお受け
取りいただいている
方に、お食事の割引
券を発行しています。
お友達、ご家族での
楽しいひとときにお
役立てください。

特 ＼典.................... 
楽しくて充実した年
金ライフのために、
JAでは演芸会、旅
行、ゲートボールな
どのいろいろな行事
を企画しています。
お友達
合わせ
ぜひご
くださ

ヘ〗ク
』Aの年金ワンボインドアドバイス

お受け取りは、厚生年金は60歳から、 年金は請求しないともらえません。
国民年金は65歳から。 請求もれは、ありませんか。

年金請求をするには裁定請求書を提出しますが、
これを提出しないと年金はもらえません。年金請求
がおくれても「5年まえ」の請求分までは支給され
ますが、 5年まえより以前の支給分は
「時効」でもらえません。

60歳 63歳，ヽ--------5年------へ‘、 68歳

I 戚でもらえない 1•5年分まとめてもらえるI
▲ ▲ 

いじ穿ミ〕ì‘-一ヽ 受給権発生 年金請求

」忍
．．
 

‘
 

gゞ
l-

＼
 

‘、,＇
し

10月
7
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10月
8
日
（
木
）
岩
谷
方
面

10月
12
日
（
月
）
中
津
方
面

1
0
月
2
1
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
0
月
2
2
日
（
木
）
岩
谷
方
面

10月
26
日
（
月
）
中
津
方
面

L

P

G
配
達
予
定
表

10月
1
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
平

10月
3
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
0
月5
日
（
月
）
藤
野
原
•
町

10月
7
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

10月
9
日
（
金
）
久
保

10月
12
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

1
0
月
1
4
日
（
水
）
犬
返
り
・
篠
谷
・

下
石
丸
・
滝
山
・

萩
野
尾

1
0
月
1
6
日
（
金
）
広
常
・
影
地

1
0
月
1
9
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

10月
20
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
口
•

汗
生

1
0
月
2
2
日
（
木
）
鹿
野
川

10月
24
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

10月
26
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
赤
岩
・

道
野
尾

10月
28
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

10月
30
日
（
金
）
敷
水
・
菟
野
尾
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! i!j翫軍量国 ：`需←歪．，
• ！ 

i 
i . t 

．• ェ 9 - - - - - - --==- i 4‘ 
i -`三

i 
i 

！ 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I t i 
！ ， 
！ 
！ 平成10年 8月27日市 1乾 椎 茸 市 況 （ 松 山 椎 茸 市 場 ） 1 ＇ 
！ 県森連市況

！ 
t 大洲木市 （単位m'当り：円） 市売日・・平成10年 8月25日 ， 

市売数呈・・860ケ ー ス 15,290kg 
! 

！ 

！ 長さ末口径
スギヒノキマッ 平均単価 4,179円

その他 銘柄別単価 i 
！ 直曲がり直曲がり 直

銘柄 価 格相場 銘柄 価 格相場！l I 17 cm下本 415本 282本 468本 300
} 8 cm上本 423本 369本 523本 523 こうこ 7,000 ~ 8,000 強特用大 3,000~ 4,300 保 ’ 
, 4 m l3cm上17,50012,000 26,600 25,500 18CID上21,000 大 厚 5,200~ 7,700 保特用中 4,200~ 5,000 保！
'18  cm上1i500 I 10 :500 I 36 :ooo I 3o, 500 ~4cm上 28,000 ! 
} 24 cm上1930010 500 37 500 28 5OO CID上33000 中 厚 6,000~ 7,900 強特用中小 3,600~ 4,700 保！

7 cm下本 200本 175本 227本 175 中小厚 5,200~ 6,400 強特用小 3,200~ 4,000 保 ， ． l I I 8 cm上本 本 235本本 356
! 3 m ll cm上12,400 16,400 

小 厚． 3，800~ 5,000 強大パレ 2,400~3,300 保？

大 ウ ス 4,200 ~ 6, 100 保中パレ 2,800~ 3,200 保！i I J'"113 cm上17,100 110, ooo I 32, ooo I 22, 600 11scm上18,000i 18 cm上17,90012,000 33,700 27,400 4叫 23:000 中ウス 5,000 ~ 8,000 保中小パレ 2,400 ~ 2,800 保 ！ 

24 cm上16660 11 000 29 000 18 90O CIDJ: 中小ウス 4,200 ~ 5,000 保小パレ 1,600 ~ 2,500 保 ’ 
! 7cm下本 一本一本一本一
! 2m 8 cm上本一 本一本一本一 小ウス 3,000~ 3,800 保変形 2,600~ 4,000 保 i
! 16 cm上10,000I 6,000 I 18,000 I 12,500 II3cmJ: ジ ャ ミ 2,000 ~ 3,700 保色悪ウス 2,000 ~ 3,500 保

! 30 cm上 CID上
， 

. 13 cm上22,000l17,lOOl56,300l40,000
どんこ大 6,000 ~8,000 強色悪パレ l,000 ~ 1,800 弱 ！ 

! 6 m 18 cm上1900017 000 54 700 47 300 どんこ中 5,500 ~ 6,500 強 4粒卜9、ノコ ～ 
! ' ! 

特選 どんこ小 4,000~ 4,800 保スライス 2,000~ 5,200 保！

! 
足 場 1m当たり円～円 概況 長引く不況の為、乾椎茸の末端需要は厳しい。 ＇ 
杉・桧全般に横這い。 良品については堅調に推移しているが、パレ～色悪～色落品は弱い， ！ 

！ 備考 枝打ち材、小径木、松材は買気旺盛。 出品品柄は比較的良く全般に保合で推移した。

！ ！ 

！ ¥.-----------------------------

加圧分灼
皆さん、間伐をしていますか。

間伐の目的は適正な密度の山づくりであり、形質不

良木の除去や収入についてはいわば第二目的となりま

す。この第二目的をどうするかは、それぞれの経営目

的によるところなのですが、間伐は10年後を見越して

やらなければならない分、慎重な施業が必要となりま

す。

私が今までに見た中から一例を挙げると、その山は

40年生ヒノキの山で元口が35,....__,40cmくらいの枝打ち

木であり、除伐はきちんと行われていました。問題は

10年前の第一回の間伐の時だったのですが、その人は

育ちの良い優勢木を残すことばかりを考えて、林冠の

バラ‘ノスを考慮に入れず、形質不良木だけを間伐して

いったそうです。それで10年後に仕上がったのは、優

勢木の枝葉に押されて頭がつぶされ、枝が偏り、曲がっ

てしま った木ばかりが優勢木の周りに並ぶ林分でした。

「これだと育ちのいい木から伐っておいて、細い木

を残しておくべきだった。」という結論になったので

すが、確かに、優勢木の枝葉は、斜面下側の木を圧倒

！ 
----_______  _,J  __ __ __ __ __ __ __ ____  _,  

するし、柱材がとれるようになったものから伐れば収

入もあったはずであり、結果論ではありますが、 10年

前の間伐方法は失敗だったといえます。

また、違うところでは、除伐なしで20年生まで放っ

ておいたところで、とにかく収入になるものばかりを

間伐したため、 10年後の間伐では、全くお金にならな

い木ばかりが残ってしまったという例もあります。

この二つの例に共通する事は、立木密度を考えずに、

目先の欲で選木をしてしまったことです。

先にも述べたように、間伐の目的は密度管理をして、

林分を健全に保つことです。次の問伐時期の林冠の状

態を考え、バラソスを取っておくことが、形質不良木

を生まない最も重要な方法であり、そうすることで様々

な災害の防除にもなります。また、他の木を圧倒しそ

うな優勢木を伐って収入をあげるような方法も大切で

す。この目的を達成すれば、あとは個人の経営方針に

併せた施業方法を採ってください。またこれについて

は次の機会にお話ししますが、「私はこういう経営方

針でいきたいのだが、どのようにすればよいのか分か

らない。一度山を見てもらいたい。」という方は、• 森

林組合内の松岡か、大洲の林業課までご連絡ください。

林業改良指導員松岡真悟
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抑
制
キ
ュ
ウ
リ
の
温
度
管
理

ス
ス
キ
の
穂
が
秋
風
に
そ
よ
ぎ
、

夕
暮
れ
の
草
む
ら
で
は
虫
た
ち
が

鳴
い
て
、
秋
も
た
け
な
わ
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

四
国
地
方
の
三
カ
月
予
報
に
よ

る
と
、
気
温
は
十
月
が
平
年
並
み
、

十
一
月
は
低
い
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
例
年
よ
り
気
温
が
下
が
る
の

が
早
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
抑
制
キ
ュ
ウ
リ

の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
、
保
温

今
後
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
気

温
が
低
下
し
、
特
に
夜
温
の
低
下

が
著
し
く
な
る
。

キ
ュ
ウ
リ
は
温
暖
な
気
候
を
好

む
作
物
で
、
生
育
適
温
は
昼
間
二

五

t
三
0
℃
、
夜
間
一
七

t
―
八

℃
で
、
一

0
t
―
二
℃
以
下
で
は

生
育
が
停
止
す
る
。

従
っ
て
ハ
ウ
ス
内
の
最
低
夜
湿

が
一
五

t
一
六
℃
を
下
回
り
だ
し

た
ら
、
夕
方
か
ら
ハ
ウ
ス
を
密
閉

し
て
夜
間
の
保
温
を
開
始
す
る
。

ハ
ウ
ス
を
密
閉
す
る
時
刻
は
そ

の
日
の
天
候
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

気
温
に
低
下
に
伴
っ
て
早
く
す
る
。

そ
し
て
日
没
の
一
時
間
位
前
か

ら
ハ
ウ
ス
を
閉
め
て
も
、
最
低
気

温
が
一
三

t
一
四
℃
ま
で
低
下
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
二
重
カ
ー
テ

ゾ
を
張
る
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
は
地
温
も
低

下
し
て
く
る
の
で
、
通
路
に
敷
き

ワ
ラ
を
敷
き
、
透
明
（
古
）
ビ
ニ
ー

ル
で
マ
ル
チ
を
し
て
地
温
を
確
保

す
る
。
こ
れ
は
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿

を
防
ぎ
、
灰
色
カ
ビ
な
ど
の
予
防

に
も
な
る
。

但
し
排
水
の
悪
い
圃
場
で
は
根

腐
れ
を
起
こ
す
恐
れ
も
あ
る
の
で
、

こ
の
方
法
は
行
わ
な
い
方
が
無
難

で
あ
る
。

温
度
管
理
は
、
い
か
に
適
温
の

時
間
帯
を
長
く
し
て
や
る
か
と
い

う
こ
と
が
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
る
。

二
、
病
害
虫
防
除

気
温
の
低
下
に
伴
い
、
ハ
ウ
ス

を
密
閉
す
る
時
間
帯
が
長
く
な
っ

て
く
る
と
ハ
ウ
ス
内
が
過
湿
に
な

り
、
灰
色
カ
ビ
や
茜
核
病
等
が
発

生
し
や
す
く
な
る
。

そ
こ
で
、
早
朝
換
気
の
励
行
や

少
量
多
回
数
の
灌
水
等
に
よ
り
、

ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
を
防
ぐ
こ
と
が

栽
培
上
の
対
策
と
な
る
。

ま
た
収
穫
果
以
外
に
も
十
分
に

目
を
配
り
、
病
害
虫
の
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
が
病
気
を
蔓
延
さ

せ
な
い
最
大
の
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
る
。

収
穫
と
乾
燥

一
水
管
理

落
水
が
早
い
と
粒
張
り
不
足
等

に
よ
る
品
質
低
下
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
収
穫
前

一
週
間
程
度
は
士

が
湿
っ
て
い
る
状
態
に
し
、
落
水

は
収
穫
作
業
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
様
に
気
を
つ
け
な
が
ら
遅
め
に

し
ま
す
。

二

収

穫

適

期

収
穫
適
期
の
適
否
は
、
品
質
・

食
味
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

収
穫
適
期
の
判
定
は
、
平
均
的

な
株
の
最
長
梓
の
黄
変
籾
率
で
行

い
ま
す
。
早
生
種
（
日
本
晴
、
こ

い
ご
こ
ろ
、
モ
チ
ミ
ノ
リ
）
で
は
、

八

0
%（
出
穂
後
約
四
十
日
か
ら

四
十
五
日
）
、
中
生
種
（
コ
ガ
ネ
マ

サ
リ
、
ひ
め
の
ま
い
）
で
は
九
〇

％
（
出
穂
後
四
十
五
日
か
ら
五
十

日
）
が
黄
変
し
た
時
期
が
収
穫
適

期
で
す
。

三

乾

燥

稲
架
干
し
の
場
合
は
、
長
く
お

き
す
ぎ
る
と
品
質
低
下
を
招
き
ま

す
の
で
、
水
分
測
定
を
行
い
、
早

め
に
脱
穀
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

、0し
乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、

収
穫
後
で
き
る
だ
け
早
く
乾
燥
を

始
め
乾
燥
温
度
は
三
十
八
℃
以
下

と
し
ま
す
。

仕
上
が
り
水
分
は
一
四
・
五
％

を
目
標
に
し
ま
す
。

栗
の
管
理

一

収

穫

筑
波
、
銀
寄
、
石
鎚
と
中
生
種

か
ら
晩
生
種
に
か
け
て
収
穫
最
盛

期
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

収
穫
は
、
果
実
の
乾
燥
に
よ
る

品
質
低
下
や
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

午
前
中
の
気
温
が
上
が
ら
な
い
う

ち
に
毎
日
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ

、o
し

い
が
は
、
病
害
虫
の
越
冬
場
所

に
な
る
の
で
、
集
め
て
焼
却
す
る

か
土
中
に
埋
め
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

二

施

肥

今
年
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

の
降
水
量
が
極
端
に
少
な
く
樹
勢

が
低
下
し
て
い
ま
す
。
樹
勢
が
低

下
す
る
と
、
来
年
の
枝
の
伸
び
が

悪
く
、
着
果
不
足
、
生
育
不
良
に

な
り
収
量
低
下
の
原
因
に
な
り
ま

す。
九
月
中
旬
ま
で
に
秋
肥
（
愛
媛

く
り
有
機
ブ
レ
ソ
ド
を
四
0
k
g
)

を
施
用
し
、
樹
勢
回
復
を
図
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

三

そ

の

他

今
年
も
、
炭
疸
病
、
黒
色
実
腐

れ
病
が
多
発
し
、
出
荷
さ
れ
た
栗

に
も
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
庭

先
選
別
の
徹
底
を
行
い
、
病
虫
害

果
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。

乳
牛
の
健
康
管
理

ー
乳
牛
の
健
康
管
理

こ
れ
か
ら
は
、
気
候
が
よ
く
、

採
食
量
も
増
加
す
る
の
で
、
乳
牛

の
夏
バ
テ
回
復
を
図
り
、
泌
乳
能

力
や
繁
殖
成
績
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ

。
ぅ

特
に

6
月
以
降
の
夏
季
に
分
娩

し
た
牛
は
、
暑
熱
の
影
響
に
よ
っ

て
種
付
け
が
遅
延
し
、
分
娩
間
隔

が
長
く
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

こ
の
時
期
に
養
分
接
種
量
を
高
め
、

ボ
デ
ィ
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
を
整
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
乾
物
虫
の
粗
繊
維

含
量
は
一
七
％
を
確
保
し
、
卵
巣

膿
種
等
の
繁
殖
障
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
良
質
の
サ
イ

レ
ー
ジ
や
乾
草
類
を
少
な
く
て
も

体
重
の
一
％
（
乾
物
量
）
以
上
給
与

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
異
常
発
酵
し
た
質
の

悪
い
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
彩
食
量
が

低
下
す
る
ば
か
り
で
な
く
代
謝
障

害
を
起
こ
す
の
で
、
給
与
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
足
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ソ

や
ミ
ネ
ラ
ル
も
養
分
の
吸
収
、
代

謝
促
進
の
た
め
に
補
給
し
ま
し
ょ

う。
夏
バ
テ
の
回
復
や
受
胎
率
の
向

上
は
、
良
質
の
粗
飼
料
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ソ
、
ミ

ネ
ラ
ル
を
不
足
な
く
給
与
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
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こす

台本の読み合わせをする参加者

第
十
六
回
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
八
月
二
十
日

（
木
）
か
ら
二
十
三
日

（
日
）
の
四
日
間
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
中
学

生
ニ
・
三
年
生
を
対
象

に
英
語
劇
を
と
お
し
て

英
会
話
を
学
習
す
る
目

的
で
開
催
し
て
い
る
も

の
で
今
年
は
十
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
最
近
の
四
年

間
は
合
宿
形
式
を
と
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
宿
泊
を
取
り
や
め
、

一
日
多
く
日
程
を
増
や
し
四
日
間
と

し
ま
し
た
。
今
年
は
ド
イ
ツ
の
昔
話

「
ハ
メ
ル
ー
ソ
の
笛
吹
ぎ
」
を
教
材
に

英
会
話
を
学
習
し
ま
し
た
。
指
導
は

ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
と

指
導
助
手
と
し
て
千
葉
県
に
あ
る
麗

澤
大
学
生
五
人
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。第

一
日
目
は
発

声
練
習
、
台
本
の

読
み
合
わ
せ
を
行

ぃ
、
早
速
動
作
を

つ
け
に
入
り
ま
し

た
。
参
加
生
徒
は

夏
休
み
中
に
自
分

の
セ
リ
フ
を
覚
え

て
い
ま
す
。
二
日

目
三
日
目
も
練
習

を
行
い
、
第
四
日

目
は
、
午
前
中
総

練
習
を
行
い
、
本

番
に
備
え
て
い
ま

し
た
。午

後
二
時
か
ら

第
五
回
肱
川
国
際

風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
し

t
l
,
 

t
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た
。
中
学
校
が
全
校
出
校
日
と
し
て

い
た
だ
き
、
約
百
六
十
人
の
方
々
が

観
賞
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
が
演
じ

た
「
ハ
メ
ル
ー
ソ
の
笛
吹
ぎ
」
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。
と
、
ド
イ
ツ
の
昔

話
で
、
ハ
メ
ル
ー
ソ
市
で
は
ネ
ズ
ミ

の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
へ
笛
吹
き
男
の
パ
イ
ド
・
パ
イ
パ
ー

が
現
れ
、
金
貨
五
百
枚
で
ネ
ズ
ミ
を

退
治
し
よ
う
と
市
長
に
申
し
出
ま
す
。

市
長
は
払
う
と
約
束
し
、
笛
吹
き
男

が
笛
を
吹
く
と
ネ
ズ
ミ
た
ち
は
笛
の

ハメルーンの笛吹きのー場面

観客も参加して（ブラジルのサンバ） ノルウェーの民族舞踊を踊るオルソンさん

音
に
つ
い
て
行
き
、
川
で
溺
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
市
長
は
金
貨
を
約
束
通

り
払
い
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
笛
吹
き

男
は
再
び
笛
を
吹
き
今
度
は
子
ど
も

た
ち
が
笛
の
音
に
つ
い
て
行
き
、
岩

の
中
に
子
ど
も
た
ち
を
つ
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
、
市
民
は
約
束
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
訓

を
得
る
と
い
う
物
語
で
す
。
内
容

も
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
し
た
。

続
い
て
松
山
中
央

高
校
に
留
学
し
て

い
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー

出
身
の
オ
ル
ソ
ソ

さ
ん
が
、
な
か
な

か
日
本
で
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
民

族
舞
踊

「
ハ
ッ
リ

ソ
」
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
高
知
の
明
徳

義
塾
高
校
が
英
語

劇
「ジ
ュ
リ
ア
ス
・

シ
ー
ザ
ー
」
を
披

露
、
助
手
を
努
め

て
く
れ
た
麗
澤
大

学
生
が
「
風
」
を
体

を
使
っ
て
表
現
し

て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
県
内
に
研

修
に
来
て
い
る
プ

ラ
ジ
ル
の
人
た
ち

が
サ
ソ
バ
を
披
露
、

ラ
テ
ソ
特
有
の
ノ

リ
で
観
客
も
参
加

し
て
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
夏
休

み
の
思
い
出
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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各
分
館
で
は
、
夏
ま
つ
り
行
事
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
突
然
の
夕
立
で
開
場
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
分
館
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど
ん
な
行
事
が
行
わ
れ

た
で
し
ょ
う
か
。

岩

谷

分

館

＼
夜
神
楽
を
実
施
ー

八
月
十
四
日
（
金
）
午
後
五
時

か
ら
岩
谷
地
区
の
夏
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
盆

踊
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
夜
神
楽
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
六
時
か
ら
神
事
、
開
会
行

事
が
行
わ
れ
、
午
後
七
時
か
ら

約
二
時
間
に
わ
た
り
夜
神
楽
が

舞
わ
れ
ま
し
た
。
三
百
人
を
越

す
人
た
ち
が
幽
玄
な
夜
神
楽
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
き

肉
や
飲
み
物
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

そ
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。

正

山

分

館

＼
同
窓
会
も
行
う
＼

正
山
分
館
で
は
八
月
十
五
日

（
土
）
、
正
山
風
の
会
発
足
十
周

年
記
念
と
併
せ
て
夏
ま
つ
り
を

行
い
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
て

い
る
ネ
コ
車
大
会
や
風
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
の
点
灯
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

予
子
林
分
館

予
子
林
分
館
で
は
、
八
月
十

四
日
午
後
七
時
か
ら
盆
踊
り
を

行
い
ま
し
た
。
開
場
に
は
ビ
ー

ル
や
か
き
氷
等
が
用
意
さ
れ
ま

し
た
。
盆
踊
り
で
は
昔
か
ら
伝

わ
る

「
垂
手
踊
り
」
も
踊
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
も
「
ど
て
か
ぼ

ち
ゃ
重
量
当
て
ク
イ
ズ
」
が
行

わ
れ
副
賞
と
し
て
、
お
米
が
機

械
利
用
組
合
か
ら
進
呈
さ
れ
ま

し
た
。大

谷

分

館

大
谷
分
館
で
は
、
八
月
十
四

日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
、
大
谷

小
学
校
で
夏
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
約
二
百
人
の
人
が
集

ま
り
、
盆
踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ビ
ー
ル
や
イ
カ
焼

き
等
も
あ
り
、
帰
省
中
の
人
も

輪
に
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
う

ち
わ
の
番
号
に
よ
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

'~ 

踊りや話の輪が広がって

公
民
館
で
は
生
活
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
分
煙

運
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

分
煙
運
動
の
お
こ
り
は
昭
和

五
十
八
年
四
月
に
さ
か
の
ぽ
り

ま
す
。
役
場
、
町
議
会
、
公
民

館
の
主
催
す
る
会
合
で
の
禁
煙

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
平
成

三
年
六
月
肱
川
町
公
民
館
運
営

審
議
会
で
徹
底
し
た
分
煙
実
施

が
承
認
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
煙
草
を
吸
う

人
が
吸
い
込
む
煙
よ
り
厠
り
に

漂
う
煙
（
副
流
煙
）
の
方
が
有
害

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
す
る
人
は
年
々
減

少
煩
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
肥
満
の
人
、

煙
草
を
吸
う
人
は
管
理
職
に
な

れ
な
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

公
民
館
で
会
合
を
行
う
場
合

は
、
会
場
内
は
禁
煙
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
下
さ
い
。

ま
た
、
喫
煙
は
灰
皿
の
あ
る
場

所
で
お
願
い
し
ま
す
。

大
平
の
高
田
タ
ケ
子
さ
ん
か

ら

「
詩
作
っ
て
み
ま
し
た
。
」

と
十
数
点
送
ら
れ
て
き
ま
し
た

の
で
掲
載
し
ま
す
。

親
子
の
掛
橋

ど
ん
な
に
遠
く
は
な
れ
て
も

時
代
が
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も

親
子
の
強
い
掛
橋
が

雨
に
も
風
に
も
壊
れ
な
い

強
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
て

た
と
え
貧
し
い
暮
ら
し
で
も

ど
ん
な
に
小
さ
な
お
う
ち
で
も

家
庭
円
満
暮
ら
せ
れ
ば

こ
ん
な
幸
せ
な
い
で
し
ょ
う

十
の
も
の
な
ら
二
つ
三
つ

み
ん
な
で
ゆ
ず
り
合
い
な
が
ら

楽
し
く
暮
ら
せ
ば
最
高
よ

菌
困
歯
歯
菌
菌
歯
菌
歯
面
菌
菌
歯
歯
菌
菌

詩
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た

知
っ
て
い
ま
す
か
生
活
運
動

ù

‘` 

今
年
の
夏
は
、
異

と
思
え
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
政
治
、

経
済
面
で
は
小
渕
政

権
の
発
足
。
円
安
。

事
件
で
は
、
和
歌

山
で
起
き
た
夏
ま
つ

り
カ
レ
ー
毒
物
混
入

事
件
。
そ
れ
を
模
倣
し
た
事
件

が
各
地
で
発
生
。
中
学
生
が
事

件
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
も
あ

る
。
一
方
自
然
界
に
目
を
向
け

る
と
、
東
日
本
で
は
梅
雨
明
け

が
発
表
さ
れ
ず
、
八
月
末
の
集

中
豪
雨
、
西
日
本
で
は
早
い
梅

雨
明
け
、
雨
が
降
ら
ず
、
渇
水

も
懸
念
さ
れ
る
。
今
年
の
夏
流

行
っ
た
の
が
、
ア
ウ
ト
・
ド
ア

ブ
ー
ム
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

町
内
で
も
河
原
で
キ
ャ
ソ
プ
を

す
る
人
が
こ
の
夏
は
多
か
っ
た

よ
う
だ
。
自
然
の
中
で
キ
ャ
ソ

プ
を
し
て
自
然
を
楽
し
む
と
言

え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
マ
ナ
ー

の
悪
い
人
も
増
え
て
き
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
近
く
に
人

家
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
夜
中

ま
で
騒
い
だ
り
、
周
り
の
迷
惑

も
考
え
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
る

よ
う
だ
。
そ
ん
な
グ
ル
ー
プ
に

限
っ
て
、
ゴ
ミ
を
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
帰
っ
た
り
、
キ
ャ
ソ
プ

跡
地
を
き
ち
ん
と
し
て
帰
ら
な

か
っ
た
り
。
最
低
で
も
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
は
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
。
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愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ

祭
，
98
喜
多
郡
大
会

が
九
月
六
日
（
日
）
、

五
十
崎
町
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
、
女
子

I
部
と
II
部
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ソ
ト
ソ
に
参
加
し
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
は
、
雨
天
の
た
め

九
月
十
三
日
に
順
延

に
な
り
ま
し
た
。
今

年
か
ら
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
条
件
が
変

更
さ
れ
、

I
部
は
二

十
歳
以
上
、

II
部
は

四
十
歳
以
上
と
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
バ
ド

ミ
ソ
ト
ソ
が
優
勝
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

II
部
が
準
優
勝
し
、

十
月
四
日
に
八
幡
浜

市
で
開
催
さ
れ
る
管

内
大
会
に
出
場
権
を

得
ま
し
た
。
バ
ド
ミ

ソ
ト
ソ
は
昨
年
も
郡

大
会
で
優
勝
し
て
い

ま
す
。

、

うや新購入図書の紹介米

「マガジンもぎたてテレビ」

「ももこの話」

「ロックンロー）レミシン」

「カプキの日」

「ノモンハンの夏」

「アンジェラの灰」

「平成お徒歩日記」

「きらくに骨董」

フランク ・マコート

宮部みゆき

佐和みずえ

「旅でスケッチしませんか」

「転落者」

「ピッチングの正体」

「あるべき明日」

南海放送編

さくらももこ

鈴木清剛

小林恭二

半藤一利

永沢まこと

トニイ ・ヒラーマン

手塚一志

堺屋太一

「
愛
媛
の
未
来
を
ひ
ら
く
少

年
の
主
張
大
会
」
が
九
月
五
日

（
土
）
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
の
中
学
生
十
人
が
発
表
、

肱
川
中
三
年
生
の
竹
本
咲
子
さ

ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が

日
常
生
活
を
通
じ
て
考
え
、
感

じ
て
い
る
こ
と
を
広
く
県
民
に

訴
え
る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
の

意
識
啓
発
と
青
少
年
の
健
全
育

成
に
対
す
る
一
般
の
関
心
を
高

竹本咲子さん

愛
媛
の
未
来
を
ひ
ら
く

少

年

の

主

張

大

会

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
県
下

三
十
四
校
四
千
三
百
七
名
の
生

徒
が
作
文
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

肱
川
中
学
校
で
は
、
授
業
で

「
私
の
家
族
」
と
い
う
題
で
作

文
を
書
き
、
内
容
を
見
て
竹
本

さ
ん
に
応
募
し
て
み
て
は
と
す

す
め
、
初
め
て
応
募
し
た
そ
う

で
す
。
竹
本
さ
ん
は
、
自
分
の

体
験
を
も
と
に
、
「
う
ち
は
五

人
家
族
」
と
題
し
て
発
表
、
全

国
大
会
出
場
候
補
者
と
し
て
、

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
審
査

さ
れ
ま
す
。
（
審
査
方
法
は
テ
ー

プ
審
査
）

受
賞
し
た
竹
本
さ
ん
は
、

「
テ
ー
マ
が
家
族
だ
っ
た
ら
、

竹
本
さ
ん
が
最
優
秀
賞
受
賞

と
こ
ろ

内

容

五
人
家
族
で
あ
る
こ
と
が
一
番

大
切
な
こ
と
だ
か
ら
作
文
を
書

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
に
立
つ
前
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
逆
に

全
員
が
自
分
を
見
て
い
て
く
れ

る
と
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
最
優

秀
に
選
ば
れ
た
時
は
ま
さ
か
自

分
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
も
混
乱
し
て
い
ま

し
た
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
、
「
家
族
の
様
子

を
あ
り
き
た
り
の
視
点
で
は
な

く
違
っ
た
観
点
か
ら
と
ら
え
て

い
て
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
も
明

る
く
さ
ら
り
と
表
現
し
て
あ
り
、

こ
れ
が
審
査
員
の
気
持
ち
を
動

か
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
」
と
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

•
第
3
8回
町
民
運
動
会

と

き

10
月

10
日
（
祝
）

（
雨
天
時

10
月

11
巳、

11
日
雨

天
の
場
合
は

10
月

18
日
）

午
前

9
時
か
ら

と
こ
ろ
肱
川
中
学
校
運
動
場

●
明
老
大
学

と

き

10
月

16日
（
金
）

午
前

9
時
か
ら

肱
川
町
ハ
ム
民
館

習
字
教
室

ス
ポ
ー
ツ
他
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平成10年10月10日に、恒例の町民運動会が開催

されますが、今年も青年団で、準備を手伝う予定

です。

また、お願いすることもあると思いますがよろ

しくお願い致します。

合固、初の試みで、心理ゲームを載せています。

友達同士、家族・職場で気軽に楽しんで貝てくだ

さい。自分や周りの人達の意外な心理が明らかに

なるかもしれません

青年団だより

扁
岬
今
易
そ
了
フ
ェ
ー
の
＿

谷

•生年月日

S 51. 1. 6 

・血液型

B型

•長所

争いを好まない

・短所

朝が弱い

li1叫三詈Z昌
Q 休みの日は何をして

いますか？

0のんび）しています
Q 理想のタイプは？

〇カ持ち
Q 肱川の良い所は？

〇自然に交わされる挨拶

田 知 恵

・身長

167cm 

・体重

ヒミッ

・視力

0.07 

・ウエスト

ヒミッ

・ヒップ

ヒミッ

・足の長さ

分からない

・足の大きさ

23.5cm 

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
四
月

か
ら
肱
流
苑
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
谷
田
で
す
。

肱
流
苑
で
は
、
職
場
の
方
々

に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

毎
日
の
び
の
び
と
働
い
て
い
ま

す。
肱
川
で
の
生
活
は
七
年
ぶ
り

な
の
で
、
「
ど
こ
の
人
で
す
か
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
今
回

広
報
に
出
さ
せ
て
頂
い
て
、
皆

様
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
る
の

で
は
、
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
青
年
団
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
学

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

‘‘̀ 

「
あ
な
た
の
心
が
明
ら
か
に
＇
．
」

大
き
な
川
を
挟
ん
で

L
さ
ん

と
M
君
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
二
人
は
、
恋
人
同
士
で
結

婚
の
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
あ
る
日
、
台
風
の
た
め

に
大
雨
が
降
り
続
ぎ
、
唯
一
の

橋
が
壊
れ
て
し
ま
い
会
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、

L
さ
ん
は
ど
う
し
て

も
M
君
に
会
い
た
く
て
会
い
た

く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
船
を
持
っ
て
い
る

B
君
に

船
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼

み
に
い
き
ま
し
た
。
す
る
と

B

君
は
「
百
万
円
く
れ
た
ら
貸
し

て
あ
げ
る
。
」
と
い
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
金
の
な
い

L
さ

ん
は
諦
め
て
、
他
に
船
を
持
っ

て
い
る
S
君
に
頼
み
に
い
き
ま

し
た
。
す
る
と

S
君
は
「
一
晩

付
き
合
っ
て
く
れ
た
ら
貸
し
て

あ
げ
る
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

L

さ
ん
は
悩
み
ま
し
た
が
、

M
君

に
ど
う
し
て
も
会
い
た
か
っ
た

の
で

S
君
の
言
う
と
お
り
に
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、

M
君
に
会
い
に
生

ぎ
ま
し
た
。
す
る
と

M
君
は
、

「
そ
ん
な
事
を
す
る
よ
う
な
奴

と
は
結
婚
し
た
く
な
い
か
ら
君

と
は
別
れ
る
。
」
と
言
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
た

L
さ
ん
は

落
ち
込
み
、
泣
き
続
け
て
暮
ら

し
ま
し
た
。

そ
れ
を
一
部
始
終
見
て
い
た

H
君
は
、

L
さ
ん
に
「
僕
と
結

婚
し
よ
う
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

L
さ
ん
は
、
ま
だ

M
君
の
事
が

好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、

M
君
は

相
手
に
も
し
て
く
れ
な
い
し
、

独
り
で
い
る
の
は
寂
し
か
っ
た

の
で
、

H
君
と
結
婚
す
る
事
に

し
ま
し
た
。

さ
あ
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。

こ
の
お
話
の
中
で
、
あ
な
た
が

嫌
い
だ
と
思
う
人
の
名
前
を
順

番
に
あ
げ
て
下
さ
い
。

L
さ
ん
：
．
唯
＿
の
女
性

M
君
：
…
・
元
恋
人

B
君
：
．．．． 
百
万
円
を
要
求

s君
…
・
:
＿
晩
付
合
っ
た
男

H
君
：
…
．
結
婚
し
た
相
手

＼ヽ

朝
晩
も
涼
し
く
な
り
、
過
ご

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
合
年
の
夏
も
と

に
か
く
暑
か
っ
た
！
夏
バ
テ
な

ど
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
季
節

の
変
わ
り
め
な
の
で
、
体
調
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

さ
て
合
月
の

A
S
U
K
A
で

す
が
、
心
理
テ
ス
ト
を
入
れ
て

み
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。
気
に
な
る

心
理
テ
ス
ト
の
答
え
は
、
こ
の

後
す
ぐ
。

さ
あ
、
こ
こ
で
先
程
の
回
答

で
す
。
嫌
い
な
人
の
順
番
の
反

対
か
ら
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
あ
な
た
の
大
切
に
思
っ

て
い
る
順
番
で
す
。

L
さ
ん

I
I
L
O
V
E

愛
•
愛
情

M
君

I
I
M
O
R
A
L

モ
ラ
ル
・
倫
理

B
君

I
I
B
u
s
I
N
E
s
s

仕
事

s
君

I
I
S
E
X

性
欲

H
君

I
I
H
O
M
E

家
庭
・
家
族

さ
て
、
あ
な
た
の
結
果
は
い

か
が
で
し
た
か
？

◇
編
集
あ
と
ば
な
し
◇
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1 0月の健康カレンダー 保健センター 834-2340 
種別 曜 日 1ヽ了一 事 場 所 時 間

7 （水） リハビリ教室 保健セソター 13 : 00~ 

15 （木） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 : 30,.._, 13 : 00 

成 16 （金） 結核レ‘ノトゲソ検診 大洲縫製肱川工場 9 : 30,,..___, 9 : 50 

16 （金） ” 岩谷ダム相談所 10: 30,-.__,10: 50 
人 16 （金） ” JA予子林 11 : 30,___, 11 : 50 

保 16 （金） ” 大谷公民館 13: 50,...._,14: 20 

16 （金） ” 保健セソター 15 : 00,...__,15 : 40 

健 21 （水） 元気印教室 下石丸空地 13 : 30~ 

23 （金） リハビリ教室 保健セ‘ノター 9 : 00~ 

30 （金） 胃がん検診・大腸がん検診 保健セソター 8 : 30,--__, 9 : 30 

2 （金） デイケア 保健セソター 8 : 30,...___,16 : 30 

精 9 （金） ” 保健セソター 8 : 30,..__.,16 : 30 

16 （金） ” 保健セソター 8 : 30'"'-'16 : 30 

神 23 （金） ” 保健セソター 8 : 30,..___,16 : 30 

30 （金） ” 保健セソター 8 : 30,....__,16 : 30 

母 13 （火） 幼児教室 健康増進セソター 9 : 30,----.,13 : 30 

22 （木） 1歳 6カ月・ 3歳児健康診査 保健セ‘ノター 13 : 00~14 : 00 
子 27 （火） ポリオ生ワクチ‘ノ投与 保健セソター 13 : 30,.._, 14 : 00 

そ 12 （月） 献 血 保健セ‘ノター 9 : 30,...__,10 : 30 

腐 12 （月） ” 保健セソター 11 : 00,...__, 12 : 30 

12 （月） ” 肱川分校 13 : 30,-..__,15 : 00 

1 0 月 の 当 直 医

曜日 病 院 名 電話番号

村上外科医院 24-2262 
4 (日） ---（-----大------洲-------市---） ----..•. ----------------------

宝来内科医院 44-2248 
（内子町）

岡本耳鼻咽喉科 24-3752 

10（土） ---（---大----洲----市---） ---------------------------
小川医院 44-2815 
（内子町）

祖母井外科医院 24-3756 

11 (日）
（ 大洲市）

-----------------------

古川医院 44-2407 
（内子町）

沢井耳鼻咽喉科 24-2510 
18(日） ---（---大----洲----市---） ---------------------------

般
町田医院 43-0211 
（ 内子町）

さわい小児科医院 24-7530 
25(日） ---（---大----洲-----市---） ---------------------------

成田医院
47-0061 

（内子町）

月・火 市立大洲病院 24-2151 
救

水 加 戸 病 院 24-5101 

急
木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので、

あらかじめ連絡してからお出かけください。
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